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大阪商品取引所ニ（村田文男理事長）、÷で9月  

2日、干諮索才巧妙金の現物瑠嘩Ⅰ軒ス冬「  

第2弾になりますムノニッケルは銅帝アルミ■と  

し、・ちた大型非鉄に比べ、「・値動きが荒い商品で、  

⊥般個八投資家め火気を呼ぶここむが予想潜れ  

まず。妄だがこき‘現物を扱う業界関係者が◆ど紗く 

ら・い参加し、t－を！さで生ま弟恩価格が喜ウケjレ  

め現物価格形成たどのようjな影響を与ぇるか  

も長期的な観点から注目され凄沖ナ水平宮   

でい虻．サム；†凄潔か需要の拡大が見込よ軋番成  

長分野い言うこ脚ぜ謙㌫欧米や・日本など先進  

各国のほか、∫ア‘ジ声地域で魂テンレス需要が  

急速に上向Uん告瞼魯魔友ユ；与邑事ケルを多く使  

うハイブリ．☆′ド串や燃掛電池車の生産が急成  

長す魯めは確実な情勢感動、上一i■i；－‘  

：■土タケ尭譲葉電池など、ノ地球温暖化対策な  

支える素材せ勅語愚有望です豆「【わが国捲与ウ  

努ル消費量ぜ三卜劫嘉Fの座忙あり．ますよ経済全  

体の右肩上がわの成長が期待で憑な損な潮で、  

ニッケル市場の前途は閻魔惚志免物取引に凄  

拍て追い風になるのは間違新顔′侶拍摘ふ  

9鳳2’計の初立方怒心ではこ 2003年3月、  

5月∴7月の3限月が取引されました。臓次、  

9丹い虻1月、、2004年1月め限月が取引を開始  

し∴最終的には12カ月以内の奇数月ノ6限月が  

揃い．‥ます。毎臥′板寄せでの立ち合いが′5回  

行われますム＼2日の初日の出釆高は約2万枚  

（1枚は最低取引単位で1’サン）でした。村田  

理事長は「まずは順調な滑り出し」′と評価t  

ました。その後は落ち込み、．9月1カ月聞の  

出来高は4■万5，000枚弱で∴1日平均出来高  

は2，360枚でした。取引所側は・3年間の試験  

上場期間中、に；200万枚の出来高を見込んでい  

ます。∴この水準を達成するにこは1日平均  

21，㌧700枚必要ですから、9月実績はやや低調  

と判断できます。  

」価格変動率（ボラテヰ′リオカ÷）三村アルミ  

や鋼の大型非鉄に比べて大きむこ止もメリう  

トですご÷瑚財同人投資家はどうiして．も価格変  

動の大きい商品に眉′を向けますし、非鉄の現  

物を扱う業界関係者（当業者）にしても価格  

変動というリスクか葛漣替密替蕗あ挙乾物  

塵で書芸ジする必要が高まってくるからで 、オジする必要が高まってくるからで  
紛土ッケル上場に尽力した博軒  

数ミネて大阪市）の竹内胡社皐は                                                                                                                                                                 ■  
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半齢抽啓変動率新大事も’と甘うr・ごとは危  
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拡大する  

によって、㍉わが国の  

がどう変わる、のかも無味が  

；iユ！国際的敵視野阻故地ま沸如．；！大藩な変柁が  

ありました。ニッケルの国際価格は、197‡）年代  

まではご－彿耕頭旺新種翫㍍け瀬音光れ  

ッジ社（同）、エス・エル・エヌ社（フ酎濯刻  

の二3大メ・掛軸師個際資本）（・砂生産者建値  

（PP）が支配していました。しかし∴禰年4  

滑拡ロy・ドン金属取郭野馳MI執那≒ッ所錘  

を上場心ね㊥叡契機にミこ主一組年売應は｝実質的  

j・‡ミこ■l生産者建値が崩藤吉じは雅た。〈共産圏かこら  

の輸出が増ぇたこ・．とや発展途上国で相次いで  

鉱山開発が行紆れ汗供給過剰に陥みた5と．しさう  

世界需給の緩和も断り一、ましながこ三、先物市場の  

力強抹消なそざワ士に懲iまりま♭た云トこ；上∴・、二′．  

三国内価格革まこ切瓜瑚丑価格を・基準にし荘・決  

壊りま痛がj妻i実質的に国内唯チの梼錬会社で  

凝る住友金属鉱山扮ぬほ灘な∂強ぬ豊中苛拓  

が十般的な意見です。∴≒ッケル先物市場の拡  

大によう昔、粛が国の阜車ケリ職成がを  

う変化するのか興味があ耽ます揖億新来はこさ 

実際的艦：ユ汝ゲル新城う．輸乳業者や問屋、需  

要家などが先物市場に参加L硝納会i上■（≒最終  

決済日L）T」な闇ぜ現物を受け渡じ斬新友一矧が  

増産執心せが必要です云、ごそれがな蛤軋1先物  

価格が現物市場かち遊離心だ卦のにな猷真経  

済的効用が零れ忍泥妙です忘恒り抽出！ニし！．  

il大阪商品取引所披亘域ケルの次碇銅地金の  

上場を検討蝕て七噌‘一す轟努湖ミに廟誉第、2ノ弾  

のニッケルの成否が∴本葡せ言われる鋼の行  

方潜も左右或るでしょう。i＼   ∫巨〉ij 

太阪商転句薄価での取引臣臣鴇睾 ′凍十’㌻t・相打  

てL′喪一拍＝小目HJ豆享＝＝＝＝；（亨さ！J／∴Ⅰ∴、、＿▲  

険懲面ぁかかあでいます這j，東京正業品取引所  

ガ凄御願辟頚知将置芽の億臆禰安を背景覧じ  

巧ノ埜ラガ溶暗価格が急騰、‘J価格凍結左しトう事  

態鉱追や込まれ養屡とは記憶仁新生いとこ必  

ず凍g膵（く溝謀糊トト巨．一昔ニイ川㌫∴  

一－・た酌買ぞヾ湧ダウみの生産国が中㌢アに偏在  

紅巧㌻るの土接対照的に∴与ツケル凝やシア、  

日本胆カカニ熱ご凍←ス・トラリ訊、；二、くノルウェ崇  

鼻神国櫛世界璧産のし6脳鳩開壬銘菓続で73ガ  

トン強）を占めてはいるものの、一国ほ偏在  

はしでい患営ん。1手動孝ノ寧先物市場吟受託会  

員であるタイコム証券（大阪市）の西田昭博  

社長博打≠攣薪擁蘭凍型商品の空ヾラガウ野勝  

夫型商品鞄粛々名証銅の中間に位置しこ一投資  

対象も心て安心感ギあ息」せ話↓若います。∴  

掩いえ、」、大阪商品取引所側は価格が乱高下  

するなど混乱が起こらぬよう市場管理の徹底  
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